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ホーム花 風の家    評価（結果）報告書（詳細） 

 

7 領域の取組み状況項目１（評価対象領域 １.人権の尊重） 

項目 
努力、工夫していること 

（取組みの状況を具体的に記入） 

課題と考えていること 

（課題の状況を具体的に記入） 

利用者の人格を尊重した関

わり方、権利侵害の防止、

プライバシーの保護につい

て（必須記入） 

（対応項目：「自己評価・第三

者評価項目」1-(1)(2)(3)） 

（人格の尊重） 

①「さん」呼びとすることを基本に

している。利用者の理解及び利用

者中心の支援を進めるための職員

行動基準に、「さん」呼びを明文化

し入職時職員に周知している。 

②月１回「花集会」を開き利用者の

要望を把握し、利用者の自己決定

を尊重した支援に努めている。毎

月実施している夕食時の外食の店

や食べたいものなど利用者の決定

を尊重している。 

 

（権利侵害の防止） 

①権利侵害が行われないよう守る

べき行動指針を明示している。今

年度より、車椅子利用者全員を対

象に、どんな場合でも車いすベル

トの着用は「虐待」であることを職

員に周知し、ベルトの禁止を徹底

している。 

②あおぞら宣言を職員に配付し周

知している。新人研修で「あおぞら

人権宣言(知的障害施設利用者権

利宣言)」等のあおぞらプランⅡ研

修受講を義務付け、障害者支援の

人権意識の強化に努めている。 

①虐待防止、身体拘束廃止に関する

マニュアルの整備図り、人格の尊重

など人権に関して、説明内容を場面

ごとに具体化し、明文化していく取

り組みを行なうことが望まれる。 

（プライバシーの保護） 

①法人としてのプライバシーポリ

シーを定めホームページに開示し

ている。「個人情報保護・管理規定」

を整備し個人情報の目的外利用の

禁止等を明記し、個人情報管理委

員会を立ち上げ個人情報の適切な

管理に努めている。 

②居室に入る時には、職員はノッ
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クし許可を得てから入るようにし

ている。 

③「ボランティア受け入れ規定」

「実習受け入れマニュアル」「見学

者への対応について」等のマニュ

アルを作成し、ボランティア、実習

生、見学者など外部からの訪問者

に対し守秘義務の徹底を図ってい

る。 

④郵便物は家族に受け取り依頼書

の記入をしてもらい、本人納得の

上ホームで管理している。 

※その他、利用者とのコミ

ュニケーションや制度の利

用支援など、人権の尊重に

関する取り組みについて、

特記事項があれば記載して

ください（任意記入） 

（対応項目：「自己評価・第三

者評価項目」1-(4)(5)(6)） 

  

 

7領域の取組み状況項目２（評価対象領域 ２.意向の尊重と自立生活への支援に向けたサービス提供） 

項目 
努力、工夫していること 

（取組みの状況を具体的に記入） 

課題と考えていること 

（課題の状況を具体的に記入） 

利用者の希望や意見のホー

ム運営への反映、個別支援

計画の策定について（必須

記入） 

（対応項目：「自己評価・第三

者評価項目」2-(7)(8)） 

①年に 2 回個別支援計画の見直し

を実施している。個別支援計画に

本人の意向や家族の希望を記載

し、健康面、生活面、社会面、日中

活動における課題ごとに支援の内

容を明記している。年度ごとに課

題の達成状況を評価し、次の個別

支援計画の見直しに反映してい

る。 

②個別支援計画の見直しに際し、

年に 2 回利用者・家族アンケート

調査を実施し、本人の意向を尊重

し利用者一人ひとりのサービス支

援の課題を課題整理票にまとめて

いる。支援会議で課題整理票をも

とに支援目標を検討し個別支援計
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画に反映している。 

③月に一度ホームの利用者全員が

集まり「花集会」を開催している。

集会では日帰り旅行などの行事予

定等について話合っている。月に

一度、夕食時の外食がある。食べた

いものや、行きたい店について利

用者が活発に意見を交換する場に

なっている。 

④毎年 2回、本人・家族・職員の三

者面談を開催している。身体状況

の変化に配慮すべきことや、家族

の高齢化による対応等について話

し合っている。 

※その他、自立支援や相談

支援など、意向の尊重と自

立生活支援に関する取り組

みについて、特記事項があ

れば記載してください（任

意記入） 

（対応項目：「自己評価・第三

者評価項目」2-(9)(10)） 

①連絡帳を活用し家族とのコミュ

ニケーションを図っている。 

②「花の職員に伝えたいこと」を明

文化し、新人職員研修等で周知を

図っている。礼儀や態度等職員の

行動基準を明記し、利用者中心の

支援を進めるために、相手を尊重

すること、呼び方に配慮すること、

対人援助技術の視点の必要性等に

ついて明記している。 

 

 

7 領域の取組み状況項目３（評価対象領域 ３.サービスマネジメントシステムの確立） 

項目 
努力、工夫していること 

（取組みの状況を具体的に記入） 

課題と考えていること 

（課題の状況を具体的に記入） 

金銭管理、不満や苦情の解

決、事故・急病や災害等の

緊急時の対応準備について

（必須記入） 

（対応項目：「自己評価・第三

者評価項目」3-(11)(12)(13) 

(14)） 

（金銭管理） 

①「預り金規定」を作成し、利用者

の依頼に基づいて 5 万円を限度に

現金を預かっている。利用者ごと

に現金出納帳を作成し、担当職員

が月ごとに収支の状況をチェック

し、管理者が、適切であることを確

認している。 

①家族の高齢化に伴い金銭管理の

支援の仕組みの見直しが必要な利

用者が出てきている。現在管理方法

を検討中である。 

（苦情解決） 

①苦情対応規程を整備し、苦情対

応体制、第三者委員の設置及び報

告、記録等について規定している。
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また、利用者・家族等の苦情に対す

る職員の心構えを明記している。

②業務日誌に職員のヒヤリハット

を記録し、事故や利用者・家族の苦

情につながる事項の早期発見に努

めている。ひと月分のヒヤリハッ

トを月次報告書にまとめ職員のサ

ービス改善の振り返りに活用して

いる。 

③第三者委員会を年に2回開催し、

家族も参加し苦情の発生と対応の

状況について説明し情報共有を図

っている。また。年度始めの事業者

説明会で、苦情への対応について

利用者・家族に説明している。 

（緊急時対応） 

①「非常災害対策計画書」を作成

し、災害時における組織体制や連

絡網、災害予防対策及び防災訓練

等について規定している。また、

「緊急時の報告・連絡の行動マニ

ュアル」を作成し職員に周知して

いる。年度初めの事業説明会で緊

急時や災害発生時の対応について

利用者・家族に説明し周知を図っ

ている。 

②毎月１回、火災や地震を想定し、

利用者全員参加の避難訓練を実施

している。訓練では、ホームの利用

者全員避難完了までの所要時間を

測定し、利用者の安全性を確認し

ている。 

①地域の自治会主催の防災訓練に

参加しているが、防災に関する地域

連携の強化は今後の課題である。地

域住民との連携によるホームの避

難訓練の実施が期待される。 

 

③「事故防止対策マニュアル」を整

備している。マニュアルに事故発

生防止の指針を示し、介護事故発

生時の対応や病状急変時の職員の

対応について明記している。 

④週１回常勤職員による運営会議

で、業務日誌のヒヤリハット記述
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及び事故報告書の記述を取り上

げ、事故の原因や再発防止につい

て分析し、服薬事故防止等に関す

る職員間の情報共有を図ってい

る。 

 

※その他、緊急時の地域と

の協力関係やバックアップ

体制整備や生活環境整備な

ど、サービスマネジメント

に関する取り組みについ

て、特記事項があれば記載

してください（任意記入） 

（対応項目：「自己評価・第三

者評価項目」 3- (15)(16) 

(17)） 

①感染症委員会が中心となり、「持

ち込ませない」「増やさない」「広げ

ない」を目標にした法人全体の活

動を推進している。感染症予防に

関する研修を受講し、感染症発生

時の職員行動マニュアルを整備

し、トイレや水回りの衛生管理、汚

物処理に関する職員意識の徹底を

図っている。 

①家族の高齢化の影響もあり、休日

もホームで生活する利用者が増え

ている。休日は桜の家、風の家の利

用者が合同で職員二人体制により

支援しているが、利用者の高齢化に

伴うADLの低下への対応体制の強化

が課題である。 

 

７領域の取組み状況項目４（評価対象領域 ４.地域との交流・連携） 

項目 
努力、工夫していること 

（取組みの状況を具体的に記入） 

課題と考えていること 

（課題の状況を具体的に記入） 

地域との関係づくり、連携

について（必須記入） 

（対応項目：「自己評価・第三

者評価項目」4-(18)） 

①自治会に加盟し、回覧板等を通

して地域の情報を得ており、利用

者が自治会主催の夏まつりや敬老

の集いに参加している。年 2回、職

員が自治会主催の土手の草刈り、

地域の清掃などの活動に参加し、

地域の方とのコミュニケーション

を図っている。 

②法人行事（バザー、交流会）に地

域の方を誘い、地域交流の場とし

ている。 

③災害発生時の広域避難場所は近

隣の大学の体育館である。「地震・

災害及び警戒宣言発令時の家族の

行動」を明文化し周知している。消

防署には年２回避難訓練の計画・

実施の報告をしている。 

 

①防災に関することで地域交流に

つながることを検討するなど、地域

との関係作りの拡大が期待される。 
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7 領域の取組み状況項目５（評価対象領域 ５.運営の透明性の確保と継続性） 

項目 
努力、工夫していること 

（取組みの状況を具体的に記入） 

課題と考えていること 

（課題の状況を具体的に記入） 

ホームにおけるサービス提

供の考え方や内容の周知、

運営に関する法令の遵守に

ついて（必須記入） 

（対応項目：「自己評価・第三

者評価項目」5-(19)(20)） 

①「理念」を明文化し職員に配付し

周知している。利用者がいつまで

も仲間と一緒に暮らせる「終の棲

家」として、安心して暮らせること

をホーム運営の目標にしている。 

②「考える会」を月１回実施してい

る。職員や家族、評議員等が参加

し、ホーム花の将来に向けて意見

を交換する場になっている。 

③年度始めの 4 月に事業報告会を

開催している。利用者・家族にホー

ム運営の理念や基本方針及び事業

計画を説明し周知している。 

④広報紙「花だより」を年二回作成

し利用者・家族、関係機関に配付し

ている。広報紙に法人の理念を掲

載し、また、法人の事業報告、決算

報告等を掲載し開示している。 

 

※その他、できていること

を確認運営理念や方針の周

知、意思決定の仕組み、自

己評価の実施など、運営の

透明性と継続性の確保に関

する取り組みについて、特

記事項があれば記載してく

ださい（任意記入） 

（対応項目：「自己評価・第三

者評価項目」5-(21)(22)(23)） 

①法人の中・長期計画に沿ってホ

ームの事業計画を策定している。

平成30年度事業計画に、法人の中・

長期計画に則り、ホーム職員の人

材育成、内部研修の充実及び職員

の報告・連絡・相談の連携強化の仕

組みづくりを目標に掲げている。 

 

 

 

 

 

 

 

７領域の取組み状況項目６（評価対象領域 ６.職員の資質向上の促進） 

項目 努力、工夫していること 課題と考えていること 
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（取組みの状況を具体的に記入） （課題の状況を具体的に記入） 

職員の勤務条件や職務内

容の適正化、資質向上のた

めの研修体制の整備につ

いて（必須記入） 

（対応項目：「自己評価・第三

者評価項目」6- (24) (25)） 

①勤務表はスタッフの希望を聞

き、管理者が作成している。常勤職

員の職務内容については、毎年業

務分担表を作成し周知し、非常勤

職員の職務内容については、業務

マニュアルと係分担表を提示し周

知している。 

②入職時には、新人研修を実施し

ている。常勤職員の研修にあたり、

平成 30年度より職階別職務の認識

を深めるために神奈川県社会福祉

協議会の福祉従事者職員現任者研

修 MAPを活用することとし、それら

を取り入れて年間計画を作成し実

施している。 

③平成 29年度の職員研修報告書に

13 回の外部研修を受講し、延べ 17

人の職員が研修を受講し、分野ご

とにスキルアップに努めたことが

記録されている。 

④常勤職員が出席する運営委員会

を毎週実施し、非常勤職員を中心

とした職員会議を 2 カ月に１回以

上実施し、職員間の情報共有を図

っている。 

 

※その他、ボランティア・

実習生の受入れ体制整備

など、職員の資質向上の促

進に関する取り組みにつ

いて、特記事項があれば記

載してください（任意記

入） 

（対応項目：「自己評価・第三

者評価項目」6-(26)） 

①実習生の受け入れについては、

平成 29年度実習指導者講習会を受

講し担当職員を配置し、「実習受け

入れマニュアル」を作成し、オリエ

ンテーションなどの受入を整備し

ている。 

 

 

 

７領域の取組み状況項目７（評価対象領域 ７.日常生活支援） 

項目 
努力、工夫していること 

（取組みの状況を具体的に記入） 

課題と考えていること 

（課題の状況を具体的に記入） 
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健康管理・服薬支援、自由時

間の支援や就労（一般就労・

福祉的就労）への支援、家族

とのホームとの関係づくり

について（必須記入） 

（対応項目：「自己評価・第三

者 評 価 項 目 」 7-

(27)(28)(29)(30)(31)(32)） 

（健康管理・服薬支援） 

①年1回健康診断及びインフルエン

ザ予防接種を実施している。健康診

断の結果に基づき家族と連携し、 

栄養指導や体調管理に努めている。 

通院時は同行した職員が通院記録

に薬の変更や医師の指示内容書き

とめ、業務日誌に添付し職員間の情

報共有を図っている。個々の利用者

ごとに検温、血圧、脈拍、摂食・排

泄等の状況を確認し体調変化の把

握に努めている。 

②服薬係の担当職員を決めて利用

者毎に配薬し、「服薬マニュアル」を

作成し服薬の前後に飲み忘れ等の

事故が起きないようにチェックし

ている。毎朝夜勤から日勤の引継ぎ

時には、服薬後の空の袋をチェック

し服薬等の事故防止に努めている。 

③ホームでの看取りケアの実績が

ある。重度化に関する支援について

利用者・家族同意のもとに、医師、

訪問看護師、家族及び職員が連携

し、必要な支援のマニュアルを作成

し本人が安心してホームでの生活

を送れるように支援している。 

 

（自由時間・就労支援） 

①利用者は月に2回程度はガイドヘ

ルパーを利用して外出を楽しんで

いる。映画を見たり行き付けの美容

院に通ったりしている。 

 

（ホームと家族との関係） 

①法人の行事や大掃除、三者面談、

帰宅の際の家族の送り迎えの時等、

週に１回～月１回程度と日常的に

職員が家族に会う機会がある。直接

又は電話にて、その都度こまめに家

族の意見や要望の把握に努め相談

しながら進めることを基本として

いる。 
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②連絡帳を活用しホームと家族間

の情報共有を図っている。帰宅時の

本人の落ち着かない状況など、率直

に家族が連絡してくれる。 

※その他、食事や入浴、排せ

つ介助、整容支援、安眠支

援、新聞・テレビや嗜好品の

支援、利用者の行動障害へ

の対応など、日常生活支援

に関する取り組みについ

て、特記事項があれば記載

してください（任意記入） 

（対応項目：「自己評価・第三

者 評 価 項 目 」 7-

(33)(34)(35)(36)(37)(38)(39

)(40)） 

(食事支援) 

①個別支援計画に基づき食事の量

や食事形態の支援をしている。個別

に食事介助マニュアルを作成し摂

食時の事故防止に努めている。 (入

浴支援) 

②入浴は利用者全員が毎日利用す

ることができる。浴槽、浴室は、毎

日清掃し清潔に保たれている。 

(排泄支援) 

③トイレチェックシートを活用し、

個別支援計画に沿って排泄支援を

行っている。職員は、プライバシー

保護に配慮し利用者の自尊心を損

ねることが無いように注意してい

る。同じ法人の生活介護事業所の看

護師を含む医務連絡会（週１回開

催）にて健康面の報告連絡相談を実

施している。 
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その他特記事項：第三者評価機関として今後、特に課題として取り組みを期待したい事項 

（※特記する事項がない場合は無記入） 

関連領域 

（1～７を

記載） 

第三者評価機関からのコメント 

 1 

取り組みを期

待したい事項 
権利侵害の防止に関するマニュアル整備 

理由 

車椅子のベルト着用の禁止は明文化しているが、虐待防止マニュアル、

身体拘束防止マニュアルは作成していない。マニュアルの整備が期待さ

れる。 

3 

4 

取り組みを期

待したい事項 
ホーム避難訓練の地域連携 

理由 
毎月火災・地震を想定し避難訓練を実施している。今後は地域住民との

連携を図り利用者の安全の強化につながる取り組みが期待される。 

 

取り組みを期

待したい事項 
 

理由  

 

 

 

第三者評価機関コメント 利用者調査の結果 

項目 コメント 

利用者調査で確認できた

こと 

（※次の調査方法のうち

該当するものに○印を記

入） 

①ヒアリング調査（本人） 

②ヒアリング調査（家族） 

③観察調査 

◇ヒアリング対象者  

・ホーム「風の家」の利用者６人中本人が希望する 2人をヒアリングの対

象とした。 

◇ヒアリングの方法  

・調査員が、所定の調査項目「障害種グループホーム第三者評価 利用者

調査表」に基づいて個別ヒアリングを実施した。 

◇ヒアリングで確認できたこと 

・職員は丁寧に話をしてくれる。 

・部屋に入る時は、ノックし勝手に持ち物に触ることはない。 

・職員は意見を聞いてくれる。 

・職員は生活の目標を一緒に考えてくれる。 

・週に 1000 円の小遣いを渡してくれる。 

・相談したら職員は相談にのってくれる。 

・ホームの職員以外に日中活動通所施設の職員が相談にのってくれる。 

・具合の悪い時は職員が対応してくれる。 
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・チョコレートが好きで買物に行く。 

・ホームの暮らしは好きである。 

・風邪で熱が出た時は、職員が病院に連れて行ってくれた。 

・コンビニによく買物に出かけている。休日はガイドヘルパーと出かけて

好きなものを食べている。 

・ここの生活が好きか考えてしまう。人による。 

 

 

 

 

※「評価（調査）報告書」必須添付資料 

評価後（評価結果を受け取った後）のグループホーム・ケアホームからのコメント 

＜風の家 桜の家（共通）＞ 

 コメント 

 

評価をして頂いたことで、マニュアル化や記録がないことは、説明が出来ないことがわかりました。こ

れを機に、まずは、次の①②について、今後の目標として取り組みたいと思います。 

① マニュアル化を図る 

  ・服薬に関して 

  ・食に関して（食事の用意や食事の支援等） 

  ・危機管理に関して 

  ・他 

 

② 地域との連携、地域の人の顔が分かる活動の取組みを図る 

  ・地域の人を巻き込んだ、災害炊き出し訓練（案） 

  ・他 

 


